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緒 言

指宿植物試験場で は,1960年 代 よ りセル リーお よび レタスの栽培 を行 って来 た。 セルリーは学生

実習 の教材 と して扱っている。セル リーの栽培適温 は20℃ 位 であるが,指 宿の夏 は高す ぎ,冬 は低

す ぎる。 しか し,高 温期(夏)に 遮光 に より育苗地 の温度 を少 しで も下 げて育苗 し,9月 中～下旬

に定植す ると,12月 中旬 頃収穫可 能な形状 に生育す る。

自然条件下では,1月 下旬 か ら2月 上旬 になる と花芽形成が行 われ る。…方,こ の頃か ら葉柄に

ス入 りが発生 する。ス入 りの早晩 には,12月 か らの低温の影響が大 き く,暖 冬の年 には少い。生育

には環境 条件 が大 きく関与す るが,本 報 では気温 との関係 だけを検討 した。

本報告 は,学 生実習 で育苗,定 植,管 理 を行 い,1月 下旬か ら2月 上旬 に収穫 ・調査 を行った結

果 をまとめた ものである。

材料 と方法

品種 は トールユ タお よび トップセラーで,1950年 よ り'77年 まで は前者,'78年 以 降では後者 を供

した。は種 は6月 上旬 に床 または箱 まき し,仮 植 を7月 中旬寒冷紗 遮光ハ ウス内に特 別実習 で行 っ

た。本圃は水 田裏作 とし,定 植 は9月 中 ～下旬 に農場実習で行った。施肥 料はN:50～60kg,P205

:30～35kg,K205:50～60kgを 施 用 し,管 理 は学生実習で1回 とそれ以外は慣行方法で行った。 寒

さの厳 しい年 には,畦 間潅概 を1週 間に1回 程度行った。

実習 による収穫 ・分解調査は,圃 場 の各学生 実習配置内で,そ れぞれラ ンダムに選定 させ た1株

つつ について行 った。毎年の学生数は20～33名 で あった。

結果及び考察

収穫開始 には,年 次に よる早 晩があったが,お おむね12月 中旬 頃よ り行 った。1月 下旬か ら2月

上旬 に実習 によ り収穫,調 査 を行った結果を第1図 に示 した。

全株重が1.9kg～2.9kgで あ った1978年,'86年,'90年,'91年 は暖冬の年であ り,ス 入 りも少なかっ

た。一方,株 重の小 さかった年にはス入 りが大 であった。花芽形成 は約1%で,年 次別の差は余 り

み られなかった。 したがって,指 宿水 田での花芽形成 は,1月 の下旬頃 に開始 され るもの と思われ

た。

要 約

指宿植物試験場水 田栽培 のセルリーは,暖 冬の年 には1月 下旬か ら2月 上旬収穫 で,ス 入 り少 く

調整株重1.2～1.7kgで あ った。花芽形成 は1月 下旬頃 には行われていた。
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第1図 セル リー栽培地の気温及び収穫時の形状


